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～ご来場の際は、公共交通機関をご利用ください～
●地下鉄名城線｢名古屋城｣駅2番出口より東へ約300m
＜名古屋駅から＞
①地下鉄東山線(藤が丘行)乗車、｢栄｣乗り換え
②地下鉄桜通線(徳重行)乗車、｢久屋大通｣乗り換え
→地下鉄名城線(右回り、名古屋城･大曽根方面)乗車
｢名古屋城｣駅下車

●名鉄瀬戸線｢東大手｣駅南へ約300m
●基幹バス｢市役所｣停留所下車東へ約400m

期 間 2025年12月１日（月）から12月12日（金）まで

平日の午前９時から午後５時１５分まで

（最終日は午後４時まで）

会 場 あいち人権センター（愛知県東大手庁舎３階）

内 容 エイズ予防強化週間ポスターコンクール入賞作品の展示

入場料 無料

期 間 2025年12月10日（水）から12月16日（火）まで

平日の午前９時から午後５時１５分まで

（最終日は午後４時まで）

会 場 あいち人権センター（愛知県東大手庁舎３階）

内 容 拉致問題に関する啓発パネル等の展示

拉致問題に関する各種パンフレットの配布

入場料 無料

日 時 2025年12月22日（月）から2026年１月９日（金）まで

平日の午前９時から午後５時15分まで（最終日は午後４時まで）

会 場 あいち人権センター（愛知県東大手庁舎３階）

内 容 性の多様性啓発パネル等の展示、

旧優生保護法補償金等支給法ポスターの展示 等

入場料 無料

日 時 2025年12月22日（月）

午後１時30分から午後３時30分まで

開催方法 オンライン（Microsoft Teams）

内 容 講演「優生学に翻弄される社会—旧優生保護法を読み解く—」

講師 橋本 明氏

愛知県立大学教育福祉学部社会福祉学科教授

参加方法 参加無料、事前申込み制先着順（定員50名）

※講演会の詳細については裏面をご覧ください。

＜問合せ先＞ 愛知県県民文化局人権推進課 電話 052-954-6749

企画展の内容は
変更となる場合
がございます。
開催状況につい
ては、人権推進
課Webサイトに
てご確認くださ
い。
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「優生学に翻弄される社会—旧優生保護法を読み解く—」
2025年12月22日（月）

時 間 13:30～15:30
開催方法 オンライン（Microsoft Teams）

講演概要

参加
無料
定員50名
手話通訳有

参加申込方法のご案内
❶Microsoft Formsからの申込
左下の二次元コード、又は下記URLにアクセスしてフォーム画面よりお申込み

ください。
URL：https://forms.office.com/r/fnHRYRy7VY

➋FAX又はメールからの申込
本ちらし下部の参加申込書又はメール本文に①氏名、②連絡先（電話番号・

メールアドレス）、③団体名（任意）を明記し、愛知県県民文化局人権推進課あ
てお申込みください。
【申込先】
愛知県県民文化局人権推進課  メール：jinken@pref.aichi.lg.jp

F A  X：052-973-3582
申込期限

2025年12月15日（月）
・申込みは先着順とします。（申込み受付完了の連絡はいたしません。）
・後日、申込みの際に記入されたメールアドレス宛に講演会に関するご連絡や
当日のミーティング情報等を送信いたします。

・お送りいただいた個人情報は、本講演会以外では使用しません。

あいち人権センター企画展講演会 参加申込書

愛知県県民文化局人権推進課あて
あいち人権センター企画展講演会に参加申込をします。

お名前： 団体名（任意）：

電話番号： メールアドレス（必須）：

講師プロフィール

橋本 明氏
（愛知県立大学教育福祉学部社会福祉学科教授）

1961年、静岡県生まれ。東京大学理学部卒業、東京大学大学院医学系研究科博士課
程中退。博士（医学、東京大学）。専門は精神医療史（おもにヨーロッパと東アジア
の精神医療の近代史）。東京都立大学、山口県立大学を経て、現在は愛知県立大学教
育福祉学部教授。

はしもと あきら

あいち人権センター企画展 講演会

19世紀に登場した優生学という概念は、20世紀には世界を席巻した。わが国もその影響下で優
生関連制度を整備したが、その有効性や手続きをめぐる議論は絶えなかった。本講演では旧優生保
護法の成り立ちや実施経過、さらにその帰結を振り返りながら、この法律が今日を生きるわたした
ちに残した課題について考えたい。

主な著作に『精神病者と私宅監置 : 近代日本精神医療史の基礎的研究』（2011年）、『「治療の場所」の歴
史 : ベルギーの街ゲールと精神医療』（2020年）ほか。2025年2月から旧優生保護法補償金等認定審査会の委
員を務めている。

※通信料は各自ご負担ください。
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